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釧路水試だより 第81号 (2000.2)

｢複
合

的
資
源
管
理
型

漁
業
促
進
対
策
事
業
｣
に
つ
い
て

ー

ハ
タ
ハ
タ
の
資
源
増
大
に
向
け
て
-

森

泰
雄

･
志
田

渡
辺

雄
二

･
鈴
内

永
田

淳
人

修
孝
行

は
じ
め
に

本
事
業
は
､
水
産
庁
の
補
助
事
業
で
､
｢資
源
管
理

型
漁
業
｣
の
実
践
の
成
果
が
よ
り

｢水
産
資
源
の
維

持

･
増
大
｣
と

｢漁
業
経
営
｣
に
反
映
す
る
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
'
従
来
の
単

一
魚
種
を
対
象
と

し
た

｢資
源
管
理
の
手
法
｣
に
'
新
た
に
'
複
数
の

漁
業
種
類
や
複
数
の
魚
種
を
対
象
と
し
た

『複
合
的

資
源
管
理
型
漁
業
』
と
し
て
取
り
組
み
を
展
開
す
る

も
の
で
す
｡
北
海
道
で
も
本
道
周
辺
海
域
あ

オ

ホ
ー
ツ
ク
海
海
域
'
②
日
本
海
北
部
海
域
'
③
日
本

海
南
部
海
域
'
④
え
り
も
以
西
太
平
洋
海
域
､
⑤
え

り
も
以
東
太
平
洋
海
域
の
五
つ
に
分
け
､
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
漁
業
種
類
や
魚
種
を
対

象
と
し
て
'
平
成
十

一
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
'
道
東
地
区

(十
勝

･
釧
路

･
根
室
支
庁
管
内
)

に
お
い
て
も
'
｢え
り
も
以
東
太
平
洋
海
域

‥
複
合
的

資
源
管
理
型
漁
業
促
進
対
策
事
業
｣
と
し
て
'
調
査

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

し
か
し
'
調
査
事
業
を
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
､

調
査
対
象
と
な
る
魚
種
や
漁
業
種
類
を
ど
う
選
定
す

る
か
が
重
要
且
つ
難
し
い
問
題
で
し
た
｡
そ
こ
で
'

平
成
十
年
十
月
に
関
係
機
関
に
よ
る
検
討
会
議
を
開

催
し
て
協
議
を
行
い
'
魚
種
を

｢
ハ
タ
ハ
タ
｣
'
漁
業

種
類
を

｢底
建
網

･
小
定
置
網

･
定
置
網

･
刺
網

･
し

し
ゃ
も
桁
網

･
沖
合
底
曳
網
漁
業
｣
(魚
種
は
単

一
'

漁
業
種
類
を
複
合
)
と
す
る
こ
と
で
意
見
が

一
致
し
､

調
査
対
象
魚
種
と
漁
業
種
類
が
決
定
し
ま
し
た
｡

そ
の
選
定
理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
す
｡

1
つ
目

は
ー
え
り
も
以
東
海
域
で
の
ハ
タ
ハ
タ
漁
獲
量
は
全

道
の
六
十
～
七
十
%
を
占
め
る
ほ
ど
と
な
っ
て
い
る

こ
と
｡
二

つ
目
は
'
各
地
区
で
産
卵
期
を
中
心
と
し

つ
つ
も
'
周
年
に
わ
た
っ
て
複
数
の
漁
業
で
漁
獲
さ

れ
て
お
り
'
沿
岸
及
び
沖
底
漁
業
の
主
要
な
漁
獲
対

象
資
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
｡
三
つ
目
は
､
魚
価
の

低
迷
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
で
比
較
的
単
価
が
高
い
魚

種
で
あ
る
こ
と
｡
四
つ
目
は
､
近
年
､
各
地
区
で
資

源
保
護
の

1
環
と
し
て

｢ぶ
り
子
｣
の
保
護
な
ど
が

各
地
区
で

『自
主
的
な
取
り
組
み
』
と
し
て
展
開
さ

れ
て
お
り
､
調
査
体
制
の
構
築
と
理
解
を
得
や
す
い

こ
と
｡
そ
し
て
､
最
後
五
つ
目
は
､
資
源
の
持
続
的

な
利
用
に
向
け
た
資
源
管
理
体
制
の
構
築
が
各
地
区

か
ら
要
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
大
き
な
決
め
て

と
な
り
ま
し
た
C

さ
て
'
今
回
の
調
査
事
業
で
は
調
査
の
対
象
海
域

や
関
係
機
関
に

一
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
｡
そ
れ
は
'

調
査
対
象
海
域
が
十
勝
･
釧
路
･根
室
の
三
支
庁
'
調

査
に
参
加
す
る
機
関
が
十
勝

･
釧
路

･
根
室
の
各
支

庁
水
産
課
'
十
勝

･
釧
路
西
部

･
釧
路
東
部

･
根
室

･

根
室
北
部
地
区
の
各
水
産
技
術
普
及
指
導
所
と
釧
路

水
産
試
験
場
'
そ
し
て
'
調
査
の
対
象
と
な
る
関
係

漁
業
協
同
組
合
が
ほ
ぼ
全
て

(機
船
漁
業
協
同
組
合

を
含
む
)
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
｡
つ
ま
り
'
三

支
庁
に
跨
る
関
係
機
関
全
て
が

1
丸
と
な
っ
て

l
つ

の
調
査
事
業
に
取
り
組
む
わ
け
で
､
道
東
地
区
で
は

初
め
て
の
大
き
な
試
み
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
｡

そ
こ
で
'
こ
の
機
会
に
道
東
地
区
の
隠
れ
た
特
産
種

的
な
魚
種
で
あ
る

｢
ハ
タ
ハ
タ
｣
を
対
象
と
し
た
調

査
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
｡

な
お
､
ハ
タ
ハ
タ
に
つ
い
て
は
'
本
誌

(釧
路
水

試
だ
よ
り
)
第
七
十
号

(平
成
六
年
三
月
)
で
草
刈

宗
暗
氏
に
よ
っ
て
'
一
般
的
な
生
態
'
産
卵
生
態
､
発

育
､
漁
業
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
ご

参
照
く
だ
さ
い
｡



釧路水試だより 第81号 (2000.2)

図1 調査対象海域の位置と各支庁管内図
(十勝 ･釧路 ･根室の水産より)

調
査
海
域
の
特
徴

え
り
も
以
東
海
域

(襟
裳
岬

～
知
床
半
島
の
先
端

部
ま
で
)
の
海
岸
線
は
七
八
六
km
と
非
常
に
長
く
'

地
形
的
に
み
る
と
､
十
勝
～
釧
路
西
部
地
域
で
は
'

単
調
な
海
岸
線
と
砂
泥
域

で
緩
や
か
な
大
陸
棚
が
広

が
っ
て
お
り
'
釧
路
東
部
～
根
室
太
平
洋
海
域
で
は

複
雑
な
海
岸
線
と
岩
礁
域

が
続
き
'

一
方
'
根
室
海

峡
の
知
床
半
島
沿
岸
域
で
は
岩
礁
域
が
続
く
急
峻
な

地
形
を
持
つ
が
､
太
平
洋
側
に
按
す
る
地
域
で
は
砂

泥
質
の
浅
海
域
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す

(図
1
)0

ま
た
､
海
況
的
に
は
寒
流
と
暖
流
の
両
水
系
が
幅

榛
す
る
海
域
で
､
宗
谷
暖
流
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
中
冷
水

や
表
層
水
と
の
混
合
水
が
四
季
を
と
お
し
て
'
根
室

海
峡
を
､
お
り
'

一
部
は
釧
路
東
部
の
沿
岸
域
に
及

び
ま
す
｡
太
平
洋
の
沖
合
に
は
親
潮
と
黒
潮
の
前
線

が
形
成
さ
れ
'
広
域
回
遊
魚
の
マ
イ
ワ
シ
､
マ
サ
バ
､

サ
ン
マ
､
ス
ル
メ
イ
カ
な
ど
の
索
餌
期
の
主
要
な
分

布
域
で
あ
る
と
と
も
に
'
好
漁
場
と
な
っ
て
い
ま
す
O

沿
岸
域
は
地
理
的
条
件
や
海
況
の
特
徴
が
沿
岸
漁
業

の
構
造
に
反
映
さ
れ
'
岩
礁
域
で
は
コ
ン
プ
や
ウ
ニ
､

宗
谷
暖
流
系
水
影
響
下
の
砂
泥
域
で
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
､

サ
ケ
の
遡
上
河
川
を
有
す
る
地
域
､
管
外
船
の
水
揚

げ
が
多
い
地
域
な
ど
'
地
理
的
'
海
況
的
'
地
域
基

幹
産
業
的
に
異
な
っ
た
特
徴
を
持
つ
地
域
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
｡

ハ
タ
ハ
タ
の
資
源
動
向

(漁
獲
量
の
経
年
変
化
)

ハ
タ
ハ
タ
は
朝
鮮
半
島
か
ら
沿
海
州
'
サ
ハ
リ
ン
'

2



釧路水試だより 第81号 (2000.2)
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図2 北海道におけるハタハタ漁獲量の推移
(1955年～1998年)
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図3 太平洋海域におけるハタハタ漁獲量の推移
(1979年～1998年)
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漁
城
見

ト
ン

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
を
経
て
北
米
の
シ
ト
カ
ま
で
北
太
平

洋
に
広
く
分
布
し
て
お
り
'
日
本
近
海
の
ハ
タ
ハ
タ

は
い
く
つ
か
の
系
統
群
に
大
き
く
分
け
ら
れ
て
い
ま

す
｡
中
で
も
特
に
､
秋
田
県

(本
州
日
本
海
側

-
日

本
海
北
区
系
統
群
)
は
ハ
タ
ハ
タ
の
産
地
と
し
て
有

名
で
､
｢秋
田
と
云
え
ば
ハ
タ
ハ
タ
'
ハ
タ
ハ
タ
と
言

え
ば
秋
田
｣
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
名
の
知
れ
た
地
域
と

な
っ
て
い
ま
す
｡

一
方
､
北
海
道
沿
岸
の
ハ
タ
ハ
タ

は
主
産
卵
場

(石
狩
湾
の
厚
田
'
噴
火
湾
の
室
蘭
'
襟

裳
'
昆
布
森
～
厚
岸
'
根
室
半
島
北
側
の
床
丹
'
網

走

～
紋
別
)
に
対
応
し
て
系
群
が
存
在
す
る
と
い
う

説

も
あ
り
ま
す

(小
林

･
加
賀

1
九
八

1
年
'
小
林

一
九
八
八
年
)｡

北
海
道
の
ハ
タ
ハ
タ
の
漁
獲
量
は

一
九
七
三
年
ま

で
は
三
t

i
O
O
ト
ン
台
～
八
㌧
五
〇
〇
ト
ン
台
と

比
較
的
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
｡
し
か
し
'

1
九
七
四
年
以
降
急
激
に
減
少
し
t

I
九
八
三
年
ま

で
は
二
､
二
〇
〇
ト
ン
台
～
三
､
五
〇
〇
ト
ン
台
で

推
移
し
へ
四
､
〇
〇
〇
ト
ン
を
超
え

る
年
が
み
ら
れ

な
く
な
り
､
さ
ら
に
､
1
九
八
四
年
-

1
九
九
八
年

に
は

二

一
〇
〇
ト
ン
台
～
二
､
九
〇
〇
ト
ン
台
で

推
移
し
へ
三
'
〇
〇
〇
ト
ン
を
超
え
る
年
が
み
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
(図
2
)｡

ハ
タ
ハ
タ
の
漁
獲
量
を
海
域
別
に
み
る
と
'
漁
獲

の
変
動
は
海
域
別
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
'

一

九
八
四
年
以
前
は
日
本
海
で
は
全
道
の
十
五
～
三
十

%

(
一
六
三
～
三
'
九
三
八
ト
ン
)'
太
平
洋

で
は
七

十
～
八
十
%

(
1t
二
三
八
～
六
'
1
四
八
ト
ン
)
を

3



釧路水試だより 第81号 (2000.2)

そ
れ
ぞ
れ
漁
獲
し
て
い
ま
し
た
｡
し
か
し
､
近
年
は
日

本
海
で
は

一
～
十
%

(十
九
～
二
三
五
ト
ン
)､
太
平

洋
で
は
九
十

～
九
十
八
%

(
二

〇
七

〇
～
二
､
八
七

六
ト
ン
)､
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
は

一
%
前
後
(二
～
二

十
五
ト
ン
)
で
'
北
海
道
の
ハ
タ
ハ
タ
の
漁
獲
量

は
大

部
分
が
太
平
洋
で
漁
獲
さ
れ
て
お
り
'
近
年
で
は
他

海
域
と
そ
の
差
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
ま
す
｡

そ
こ
で
､
漁
獲
の
大
部
分
を
占
め
る
太
平
洋
を

｢え
り
も
以
西
海
域
｣
と

｢え
り
も
以
東
海
域
｣
に
分

け
て
漁
獲
量
を
み
る
と
､
え
り
も
以
西
海
域
で
は
三

五

1
-

一
'

1
三
九
ト
ン
で
全
道
の
漁
獲
量
の
十
五

～
四

十
%
'
え
り
も
以
東
海
域
で
は
四
四

一
～
二
'

〇
九
五
ト
ン
で
全
道
の
漁
獲
量
の
五
十

～
七
十
%
を

占
め
て
お
り
､
北
海
道
の
ハ
タ
ハ
タ

の
大
部
分
は

｢え
り
も
以
東
海
域

(道
東
の
海
)
｣
で
漁
獲
さ
れ
て

い

ま
す
､
つ
ま
り
､
｢昔
も
今
も
北
海
道
の
ハ
タ
ハ
タ

の
本
場
は
私
た
ち
の
前
浜

(道
東
の
海
)
｣
だ

っ
た
の

で
す

(図
3
)｡
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l stage-1;漁 業 実 態 の 把 握 ､動漁捜inlLの経年変動､季節′

地域間の比較､漁法間の比較栽培技術実施状況の把握

*漁業実態調査

･+l stage-2;漁業のモニタリング ト-
漁雑益

漁獲物の体長組成､年齢組成

*漁接続*生物統 洞査u査

l stage-3;資源生物特性の把握

系群､分布､移動成長､成熟､産卵数

*調査伽*標識放 ,査し試験

l stage-4;資源の動向分析と評価 十係

■/I/I/li 資源解析モデリング資源記､加入並､再生産

資源管理基準
努力in制限､漁捜毘 制限

*消懲流通実態調査

図4 複合的資源管理型漁業促進対策事業調査研究フロー

し
か
し
'
え
り
も
以
東
海
域
の
ハ
タ
ハ
タ
の
生
態

的
な
知
見
は
乏
し
く
'
い
く
つ
か
の
産
卵
場
が
報
告

さ
れ
て
は
い
ま
す
が
へ
系
群
や
移
動

･
回
遊
t
分
布

生
態
､
年
齢
と
成
長
な
ど
の
資
源
の
生
態
的
特
性
は

不
明
で
す
｡

複
合
的
資
源
管
理
型
漁
業

促
進
対
策
事
業
の
概
要

ハ
タ
ハ
タ
資
源
を
持
続
的
に
利
用
す
る
た
め
に
は

資
源
管
理
に
向
け
た
多
く
の
科
学
的
知
見
が
必
要
と

な
り
ま
す
｡
そ
こ
で
'
図

4
に
示
し
た
フ
ロ
ー
に

沿
っ
た
調
査
研
究
を
展
開
し
て
'
漁
業
と
資
源
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡
さ
ら
に
､

得
ら
れ
た
知
見
や
結
果
を
基
に
､
漁
業
と
資
源
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
や
体
制
を
構
築
し
て
'
最
終
的
に

は

｢資
源
管
理
の
効
果
｣
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
｡

｢複
合
的
資
源
管
理
型
漁
業
促
進
対
策
事
業
｣
は
平

成
十

一
年
か
ら
始
ま
り
'
調
査
実
施
フ
ロ
ー
図
の
ス

テ
ー
ジ
Ⅰ
で
は
漁
業
の
概
況
や
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
方

法
､
生
態
調
査
の
方
法
や
時
期
を
検
討
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
基
礎
情
報
の
収
集
と
整
理
の
た
め
の
漁

業
実
態
の
把
握
'
ス
テ
ー
ジ
2
で
は
年
齢
別
漁
獲
尾

数
な
ど
の
推
定
を
目
的
と
し
た
漁
業
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
'
ス
テ
ー
ジ
3
で
は
こ
の
海
域
の
ハ
タ
ハ
タ
の
生

物
学
的
特
性
の
解
明
を
行
う
た
め
の
資
源
生
物
特
性

の
把
握
､
ス
テ
ー
ジ
4
で
は
現
状
の
資
源
評
価
と
今

後
の
動
向
を
検
討
し
'
資
源
管
理
基
準
の
設
定
と
生

4
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調査課題と内容

).汎発実俵の把握

①弧独実像調悉 :各地区別の漁場品の経年変化や触法の実陵
把握及び栽増技術実地状況等の把握

2.年齢別漁場局数の推定
①糾 獲統計調査 :漁菜種WL別､月別､銘柄別独捜罷
②生物統計調禿 :独英榔#L別､銘柄別､標本以給と生物測定

3.体長一撃卵数の推定
(D学卵数の調杢 :各地区別､産卵糊雌鋭jl.Lサイズ別卵数計測

4.分布 ･移軌の推定
①標識放流調速 :根室群 (用船)とSJlr絡桝 (北辰丸)の

産卵糊の標識放流

釧路桝の索時糊の楓織JJk流 (坪畑I:桁網)
②桁網iltt披調禿 .卜順-釧跡海域の桁網による肋ヨ塵試倣

5.幼他の分布密度と咋級別発/JIi法Jn:の榔定
①仙仏独独調禿 ･十勝～釧路柄城の桁刑による孤独減収
②生物洲定.zml査 :tI.(雌試版で得られた七L,'3本ぼLJ:働測辻

6.成長LuJ組の推定
①データIQlF'析 :各地区別那 捌勿の吐物測定汽料の解析

桁網子朋堕訓在の生物測光白料のFnJTI'柄
白料の紙.言l学(棚岬析

7.Ef粥!解析
①解析モデル検討 :年齢別iJl13捌孟数データの当馳l!と

JqE排別解析モデルの検討
②日掛Llr主
と加入品推定 :汽船解析と幼児し分布調杢結雅の定iTUIt)解析

@JJiJJI座関係

の検討 .丙LJZ産曲線の過m

8.托源rm!対策の立案
(D刑凹と流通

実像調査 :tli仙変動､仕p'i】地別刑‡望軌向
②ef脱管理韮幣

の検討 ニSPR分析､Y/R分析
③群源管♪担指針炎

の作成 :地域別､独法別甲で珊指針

年 度
ll J2 J3 Ill l5

担 当 機 関

根室北部指迎所､根室指谷所

釧路東部指邸所､釧路西部指抑所

十勝指,q所､釧路水試

根室北部指邸所､傾斜 旨邸所

SJFr路東部指邸所､釧路西部指41所

十勝指zg所､釧路水式

根室指jg所､釧路水試

根室指宙所､釧路水試

釧路水訳

十勝指jg所､釧路西部指鮮所､釧路水.釈

LI-'.卜 ∴ 皇 吉 : ～

BIrI路水.訊

釧路水.訊

iJlr跳水訓:

釧路水拭

支庁､専技

釧払水試

支庁､摘j#所､水訳

図5 複合的資源管理型促進対策事業の年次計画と調査内容

物
学
的
許
容
漁
獲
量

(A
B
C
)
の
推
定
を
目
標
に

し
た
資
源
動
向
の
分
析
と
評
価
'
ス
テ
ー
ジ
5
で
は

各
地
区
の
各
漁
業
で
実
行
可
能
な
資
源
管
理
の
案
を

策
定
す
る
た
め
の
資
源
管
理
対
策
の
立
案
t
の
五
つ

を
柱
と
し
て
調
査
研
究
を
実
施
す
る
と
と
も
に
'
五

つ
の
柱
を
図
5
に
示
し
た
八
つ
の
課
題
に
振
り
分
け

し
､
各
機
関
が
各
年
次
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
と
連

携
し
て
調
査
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
O

平
成
十

一
年
度
の
調
査
は
'
具
体
的
な
資
源
管
理

方
策
を
検
討
し
て
い
く
う
え
で
'
科
学
的
な
裏
付
け

と
な
る
資
源
の
生
態
的
特
性

(系
群

･
移
動

･
分
布

形
態
'
年
齢

･
成
長
､
成
熟
年
齢

･
体
長
な
ど
)
を

把
握
す
る
た
め
'
各
地
区
の
栽
培
技
術
実
施
状
況
を

含
め
た
漁
業
実
態
の
把
握
､
漁
獲
統
計
調
査
や
生
物

統
計
調
査
を
中
心
と
し
た
年
齢
別
漁
獲
尾
数
の
推
定
'

体
長
と
率
卵
数
の
推
定
'
標
識
放
流
に
よ
る
分
布

･

移
動
や
系
群
間
の
交
流
の
解
明
､
幼
魚
の
分
布
密
度

調
査
に
よ
る
年
級
群
別
発
生
豊
度
の
推
定
､
生
物
統

計
調
査
や
幼
魚
の
分
布
密
度
調
査
で
得
ら
れ
た
生
物

測
定
資
料
か
ら
雌
雄
別
の
成
長
曲
線
の
推
定
な
ど
を

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
｡
な
お
'
調
査
を
実
施
す
る

に
当
た
っ
て
､
系
群
は
根
室
群
と
釧
路
群
の
二
つ
'

主
要
な
産
卵
場
は
根
室
半
島
の
海
峡
側
の
沿
岸
と
釧

路
東
部
の
沿
岸
の
二
つ
､
主
要
な
索
餌
分
布
域
及
び

幼
魚
分
布
域
は
根
室
海
峡

～
三
角
水
域
と
釧
路
西

部

･
十
勝
の
沿
岸
域
の
二
つ
'
系
群
間
の
交
流
と
し

て
根
室
群
と
釧
路
群
は
少
な
い
が
'
釧
路
群
と
日
高

群
は
索
餌
期
に
は
釧
路
西
部

･
十
勝
の
沿
岸
域
で
分
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布
が
重
な
る
と
仮
定
し
ま
し
た
｡

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

調
査
対
象
海
域
の
ハ
タ
ハ
タ
は
､
十
勝
･
釧
路
･
根

室
支
庁
の
各
地
区
毎
に
産
卵
期
を
中
心
と
し
つ
つ
も
､

周
年
に
わ
た
っ
て
複
数
の
漁
業
で
漁
獲
さ
れ
て
い
ま

す
｡
従
っ
て
'
年
齢
別
漁
獲
尾
数
の
推
定
を
行
う
に

は
へ
各
地
区
別
の
漁
獲
統
計
調
査
か
ら
導
か
れ
る
漁

業
種
類
別
､
月
別
漁
獲
量
を
基
に
､
各
地
区
別
､
時

期

(索
餌
期

･
産
卵
期
)
別
､
漁
業
種
頬
別
に
標
本

(漁
獲
物
)
を
採
集
し
て
､
生
物
測
定
資
料
の
収
集
と

解
析
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡
そ
こ
で
､
各

地
区
の
水
産
技
術
普
及
指
導
所
を

1
地
区
単
位
と
し

て
､
時
期

(索
餌
期

･
産
卵
期
)
別
へ
漁
業
種
類
別

に
標
本

(漁
獲
物
)
を
採
集
し
て
'
生
物
測
定
資
料

の
収
集
と
解
析
を
行
う
こ
と
と
な
り
'
現
在
'
平
成

十

1
年
の
産
卵
期
を
中
心
に
収
集
し
た
資
料
の
整
理

と
解
析
を
進
め
て
い
ま
す
｡

残
念
な
が
ら
今
回
は
そ
の
結
果
を
示
す
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
'
こ
の
調
査
は
'
資
源
の
生
物

学
的
特
性
値

(成
長
曲
線

-
年
齢

･
成
長
'
体
長
と

抱
卵
数

‥
成
熟
年
齢

･
体
長
ー
体
長

･
体
重
な
ど
)
の

推
定
や
資
源
管
理
に
向
け
た
多
く
の
科
学
的
知
見
の

収
集
を
行
う
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
重
要
と
な
り

ま
す
の
で
'
ハ
タ
ハ
タ
の
標
本
を
採
集

(モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
)
す
る
際
に
は
各
関
係
漁
業
協
同
組
合
の

職
員
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
｡

ハ
タ
ハ
タ
幼
魚
の
魚
群
分
布
調
査

(シ
シ
ャ
モ
桁
網
)

こ
の
調
査
は
､
釧
路
群
の
幼
魚
の
分
布
域

(索
餌

場
)
と
考
え
ら
れ
て
い
る
釧
路
西
部

･
十
勝
海
域
で
'

シ
シ
ャ
モ
の
桁
網
を
用
い
て
幼
魚
の
分
布
調
査

(漁

獲
試
験
)
を
九

～
十
月
に
実
施
し
､
年
級
群
別
の
分

布
密
度
や
発
生

豊
度
と
資
源
量
指
数
な
ど
を
推
定
す

る
と
と
も
に
､
水
温
や
塩
分
な
ど
の
海
洋
観
測
も
行

い
､
幼
魚
の
分
布
環
境
も
検
討
す
る
も
の
で
す
｡
平

成
十

i
年
度
は
'
八
月
三
十

一
日
～
十
月
五
日
の
間

図6 シシャモ桁網による漁獲調査地点
(1999年)
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に
図
6
に
示
し
た
'
十
勝
支
庁
管
内
広
尾
町
ピ
タ
タ

ヌ
ン
ケ
沖
か
ら
釧
路
支
庁
管
内
釧
路
町
昆
布
森
跡
永

賀
沖
ま
で
の
水
深
六
～
八
十

m
の
六
十

一
調
査
点
で

小
型
桁
曳
網

(し
し

ゃ
も
桁

網
)
を
用
い
て
'
魚
群

分
布
調
査
と
水
温
観
測
を
行
い
ま
し
た
｡
ま
た
､
魚

群
分
布
調
査
で
採
集
さ
れ
た
ハ
タ
ハ
タ
は
調
査
地
点

別
に
水
産
試
験
場

(十
勝
海
域
は
十
勝
地
区
水
産
技

術
普
及
指
導
所
)
に
持
ち
帰
り
､
生
物
測
定
を
実
施

し
ま
し
た
｡

そ
こ
で
､
本
年
度
の
ハ
タ
ハ
タ
の
分
布
量
を
海
域

別

(十
勝

･
釧
路
)
に
図
7
と
図
8
に
示
し
ま
し
た
｡

な
お
'
図
中
の
ハ
タ
ハ
タ
C
P
U
E

(kg
/
網
)
の

白
丸

‥
o
kg
は
五
十

g
未
満
を
示
し
た
も
の
で
す
｡

本
年
度
の
分
布
と
密
度
の
状
況
を
み
ま
す
と
'
密
度

が
最
も
高
か
っ
た
水
域
は
､
音
別
沖
水
深
八
十

m

釧路水試だより 第81号 (2000.2)

143020-E 143040●

図7 十勝海域のハタハタ分布量
(1999年)

143040- 144000. 144020●

≡
-O⊂)
0
CU
寸

図8 釧路海域のハタハタ分布量
(1999年)
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(
一
曳
網
当
た
り
漁
獲
量
四
十
六
kg
-
底
層
水
温
五
･

三
℃
)
で
'
次
い
で
庶
路
沖
水
深
五
十
五

m
(二
十

四
kg
-
九

･
四
℃
)
､
音
調
津
沖
水
深
六
十
五

m
(十

九
二
一kg
‥
十
･
七
℃
)
'
大
津
沖
水
深
七
十

一
m
(十

八

二

一kg
‥
九

･
五
℃
)
'
庶
路
沖
水
深
六
十

m
(十

二
kg
-
八

･
七
℃
)
と
な
っ
て
お
り
､
い
ず

れ
も
水

深
五
十

m
以
深
の
沖
合
域
に
密
度
の
高
い
水
域
が
み

ら
れ
ま
し
た
｡
し
か
し
､
全
調
査
点

(六
十

一
地
点
)

の
う
ち
大
部
分
の
四
十
七
調
査
点
で
は
'

一
曳
網
当

た
り

一
kg
未
満
の
低
密
度
域
と
な
っ
て
お
り
'
特
に
'

そ
の
内
十
調
査
点

(十
勝
海
域
で
七
地
点
､
釧
路
海

域
で
三
地
点
)
で
は
ハ
タ
ハ
タ
が

一
尾
も
漁
獲
さ
れ

ま
せ
ん

(皆
無
)
で
し
た
｡
ま
た
､
分
布
密
度
の
高

か
っ
た
水
域
の
底
層
水
温
は
'
い
ず
れ
も
十

一
℃
以

下
で
し
た
｡

漁
獲
物
の
体
長
組
成
や
年
齢
組
成
に
つ
い
て
は
資

料
整
理
中
で
す
が
､
体
長
四
十
～
六
十
八

m
の
範
囲

の
当
歳
魚
と
体
長

一
〇

一
～
二
五
〇

mm
の
消

一
歳
～

四
歳
と
思
わ
れ
る
群

に
大

き
く
分

か
れ
ま
す
｡
し

か

し
'
そ
の
大
部
分
は
当
歳
魚
と
体
長

一
四
〇

m
(柄

二
～
三
歳
魚
?
)
以
上
の
比
較
的
大
型
の
個
体
で
占

め

ら
れ
て
い
ま
し
た
｡
な
お
'
平
成
十
年
度
の
シ

シ
ャ
モ
漁
期
前
調
査
に
お
け
る
､
ハ
タ
ハ
タ
当
歳
魚

の
漁
獲
尾
数
が
例
年
に
比
べ
て
少
な
か
っ
た
結
果
を

得
て
お
り
'
そ
し
て
平
成
十

一
年
度
の
消

一
歳
魚
の

出
現
量
が
少
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
'
当
歳

魚
の
発
生
量
と
翌
年
の
満

一
歳
魚

(小
型
魚
)
の
出

現
量
と
の
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
り
そ
う
で
す
｡

こ
の
魚
群
分
布
調
査
は
'
五
力
年
間

継
続
し
て
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
､

調
査
か
ら
得
ら
れ
る
基
礎
資
料
を
基
に
､

年
級
群
別
の
分
布
密
度
や
発
生
豊
度
と

資
源
量
指
数
な
ど
の
推
定
を
行
う
と
と

も
に
､
資
源
管
理
の
基
本
と
な
る
産
卵

親
魚
量
や
加
入
量

(幼
魚
の
保
護
)
の
確

保
に
向
け
た
'
資
源
変
動
予
測
の
手
法

を
見
つ
け
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

標
識
放
流
調
査

こ
の
調
査
は
'
産
卵
場
付
近
で
の
産

卵
群
や
索
餌
場
付
近
で
の
産
卵
回
遊
前

の
群
と
幼
魚
に
標
識
を
装
着
し
て
放
流

L
t
そ
の
再
捕
デ
ー
タ
か
ら
系
群
別
の

分
布

･
移
動
や
系

群
間
の
交
流
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
｡

産
卵
群
と
し
て
は
根
室
半
島
の
北
側
を

産
卵
場
と
す
る
根
室
群
と
昆
布
森
～
厚

岸
を
産
卵
場
と
す
る
釧
路
群
を
対
象
に
､

索
餌
群
と
し
て
は
釧
路
群
の
索
餌
場
と

考
え
ら
れ
る
釧
路
西
部
～
十
勝
海
域
で

実
施
す
る
も
の
で
'
本

年
度
は
産
卵
期

の
根
室
群
の
標
識
放
流
調
査
を
根
室
地

区
水
産
技
術
普
及
指
導
所
が
中
心
と

な
っ
て
平
成
十

一
年
十

一
月
十
八
日
に

根
室
市
牧
の
内
で
実
施
し
ま
し
た
｡

標
識
放
流
に
用
い
た
ハ
タ
ハ
タ
は
'

100 110 120 130 140 150 160 170 180

体 長 (mnl)

図9 ハタハタ標識放流魚の体長組成
(根室海域 :1999年)
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根
室
市
牧
の
内
四
番
側
沖
の
待
ち
網

(底
建
網
)
に

よ
っ
て
漁
獲
さ
れ
た
二
'
九
二
九
尾
で
､
大
き
さ
は

体
長
が

一
〇
八
～

一
五
七
mm
(平
均

二

一六
.
二
m
)

で
'
体
重
が
十

五
･
八
～
六
十
五
･
九

g
(平
均
三
十
･

九

g
)
で
し
た

(図
9
)｡
ま
た
'
ハ
タ
ハ
タ
に
装
着

し
た
標
識
は
'
赤
色

の
リ
ボ
ン
タ
グ

(幅
三

m
'
長
さ

四
十

mm
)
で
片
側
に
カ
タ
カ
ナ
の
ネ
と
印
字
し
た
も

の
を
用
い
ま
し
た
｡
標
識
装
着
後
の
ハ
タ
ハ
タ
は
'
漁

獲
し
た
地
点
よ
り
沖
側
の
北
緯
四
十
三
〇
二
十
二
′

七
八
二
〝
'
東
経

一
四
五
〇
三
十
七
′
八
二
五
〟

の

場
所
に
放

流
し
ま
し
た
｡

標
識
放
流
か
ら
平
成
十

1
年
十

1
月
二
十
九
日
現

在
ま
で
の
ハ
タ
ハ
タ
標
識
魚
の
再
捕
尾
数
は
二
〇
六

尾

(七

･
〇
%
)
で
し
た
o
ま
た
'
再
捕
さ
れ
た
場

所
と
尾
数
は
､
放
流
地
点
で
九
十
七
尾

(三
･
三
%
)
～

放
流
地
点
よ
り
西
側
で
九
十
五
尾

(三
･
二
%
)
､
東

側
で
十
四
尾

(〇

･
五
%
)
で
し
た
｡
以
上
か
ら
ハ

タ
ハ
タ
標
識
魚

は
大
部
分
が
放
流
地
点
を
含
め
た
西

側

(根
室
半
島
基
部

‥
根
室
湾
奥
側
)

へ
移
動
し
て

い
ま
し
た
｡

こ
の
調
査
は
平
成
十
二
年
度
も
継
続
し
て
行
い
'

回
帰
性
を
含
め
た
分
布

･
移
動
な
ど
を
明
ら
か
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
'
今
回
の
ハ
タ
ハ
タ
標
識

魚
が
平
成
十
二
年
の
産
卵
期
に
前
浜
に
再
び
回
遊
し

て
来
て
何
尾
再
捕
さ
れ
る
か
'
ま
た
'
ど
こ
で
再
捕

さ
れ
る
か
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
｡
そ
こ
で
'
根

室
地
区
の
刺
網
､
底
建
網

(待
ち
網
)
漁
業
者
の
方
々

か
ら
の
来
年
の
再
捕
報
告
を
楽
し
み
に
し
て
待
ち
た

い
と
思
い
ま
す
｡

お
わ
リ
に

ハ
タ
ハ
タ
は
､
現
在
､
生
態
面
や
漁
業
利
用
面
･流

通
面
な
ど
に
お
い
て
の
知
見
が
不
足
し
て
い
る
た
め
'

こ
れ
ら
を
充
分
に
調
査

･
検
討
し
た
上
で
資
源
管
理

計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
｡
ま
た
へ
消
費
の
特
性
上
､
抱
卵
魚
の
利
用
を
視

野
に
入
れ
た
資
源
管
理
が
必
要
と
な
る
魚
種
で
あ
る

た
め
'
漁
業
経
営
上
必
要
な
漁
獲
圧
を
確
保
し
な
が

ら
､
資
源
が
維
持
で
き
る
よ
う
な
方
策
を
模
索
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
｡
さ
ら
に
'
各
地
区
の
各

漁
業
種
類
に
お
い
て
'
利
用
時
期
の
違
い
が
み
ら
れ

る
た
め
'
同

1
系
統
資
源
内
に
お
け
る
地
区
間
や
漁

法
間
で
協
調
の
と
れ
た
資
源
管
理
方
策
を
提
案
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

し
か
し
､
漁
業
種
類
別
で
は
沖
合
底
び
き
網
漁
業

や
し
し
ゃ
も
桁
網
漁
業
の
よ
う
に
､
選
択
性
の
な
い

漁
業
種
類
で
は
他
の
漁
業
種
類
の
よ
う
に

｢漁
具
規

制
策
｣
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
'
実
行

可
能
な
資
源
管
理
策
を
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
そ
の
他
の
漁
業

種
類
に
お
い
て
も
資
源
動
向
や
生
態
的
特
性
に
見

合
っ
た
実
行
可
能
な
資
源
管
理
策
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

え
り
も
以
東
海
域
の
ハ
タ
ハ
タ
の
生
態
的
特
性
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
､
各
地
域
の
漁
業
実
態
を

整
理
し
て
'
当
該
海
域
す
べ
て
の
漁
業
種
類
で
協
調

し
あ
え
る
'
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
業
に
応
じ
た
資
源
管
理

対
策
を
策
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
｡
従
っ
て
'
活

動
指
針
や
活
動
計
画
を
漁
業
者
に
取
り
入
れ
易
く
す

る
た
め
'
漁
業
経
営
に
反
映
可
能
な
取
り
組
み
に
重

点
を
置
く
と
と
も
に
'
漁
業
者
の

｢自
主
的
な
取
り

組
み
｣
に
よ
る
推
進
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
｡

つ
ま
り
､
資
源
管
理
目
標
の
決
定
は
'
関
係
者
に

よ
る

『合
意
形
成
』
が
最
も
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
｡

こ
の
調
査
事
業
は
'
平
成
十

一
年
度

～
十
五
年
度

ま
で
の
五
力
年
間
'
道
東
海
域
の
各
関

係
機
関

(三

支
庁

･
五
地
区
水
産
指
導
所

･
水
試

･
各
関
係
漁
協
)

が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
が
'

調
査
の
結
果
や
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
と
き
に
は
'

｢本
調
査
事
業
報
告
書
｣
や

｢本
誌
｣
の
紙
面
を
借
り

て
紹
介

(報
告
)
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
L
t
各

地
区
で

｢調
査
結
果
報
告
会
｣
等
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
､
各
関
係
機
関
並
び
に
関
係
者

の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
｡(も
り
や
す
お

･
資
源
管
理
部
)

(し
だ
お
さ
む

･
資
源
管
理
部
)

(わ
た
な
べ
ゆ
う
じ

･

企
画
総
務
部
水
産
業
主
任
専
門
技
術
員
)

(す
ず
う
ち
た
か
ゆ
き

･
資
源
管
理
部
)

(な
が
た
な
お
と

･

根
室
地
区
水
産
技
術
普
及
指
導
所
)

9
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十
勝
海
域
に
お
け
る
渦
鞭
毛
藻
類
の
出
現
状
況

丸角

田

邦

義

富

男

洋

太

は
じ
め
に

以
前
'
十
勝
海
域
で
は
秋
季
に
赤
潮
が
発
生
し
､

サ
ケ
定
置
網

へ
の
入
網
に
影
響
が
あ

っ
た
｡
こ
の
た

め
'
釧
路
水
試
資
源
増
殖
部
で
は
当
海
域
で
の
赤
潮

発
生
機
構
の
解
明
と
赤
潮
発
生
予
察
の
た
め
の
資
料

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
'

一
九
八
五
年
よ
り

一
九
九
八
年
ま
で
関
係
漁
協
'
町
'
水
産
技
術
普
及

指
導
所
の
協
力
を
得
て
調
査
を
実
施
し
て
き
た
｡
こ

こ
で
は
､

一
九
九
二
年
か
ら

一
九
九
八
年
ま
で
の
最

近
七
年
間
の
資
料
か
ら
渦
鞭
毛
藻
類
の
出
現
状
況
に

つ
い
て
得
ら
れ
た
結
果
を
報
告
す
る
｡

調
査
方
法

調
査
は

一
九
九
二
年
か
ら

一
九
九
八
年
ま
で
の
八

月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
か
け
て
年
五
回
行

っ
た
｡

調
査
方
法
は
図
1
に
示
し
た
道
東
太
平
洋
の
広
尾
-

1
(楽
古
川
沖
五
百

m
)､
広
尾
-
2
(楽
古
川
沖
二
千

m
)'
大
樹
-
l

(大
樹
港
沖
五
百

m
)､
大
樹
-
2

(大
樹
港
沖
千
五
百

m
)､
大
津
-
1

(大
津
港
沖
五
百

m
)､
大
津
-
2

(大
津
港
沖
千
五
百
m
)
の
計
六
地

点
で
層
別

(O

m
t
二

m
'
中
層
､

底
層
)
に
海
水

1
8
を
採

水
し
､
試
料

を
ホ
ル
マ
リ
ン
で
固
定
後
､

沈
殿
法
に
よ
り
濃
縮
し
た
｡

渦
鞭
毛
藻

は
赤
潮
原
因
種

と
な

っ
て
い
る

pZ･oZ･oc
e
D
t
n
Jm
､
D
J.D
O
P
h
y
s
J's
I
G
y
m
D
O
d
JJD
JJu
m

GyTOd
J'D
L.LID
t

A
J
e
x
a
D
d
J･
]'u
m
～

G
o
D
y
a
u
J
a
X
.

pTOtO
P
e
r
J.d
J.D
J'LZm
.

C
e
Lla
t
L'LLW
の

八
属
に

つ
い
て

種

類
毎

に
計

数

し

た

｡
な

お

'
渦
鞭
毛
藻
類
の
同
定

10
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は

(秩
)
エ
コ
ニ
ク
ス
へ
委
託
し
た
｡

結
果
と
考
察

｢

年
別
､
地
点
別
渦
鞭
毛
藻
類
の
出
現
数

各
年
の
地
点
別
渦
鞭
毛
藻
類
の
平
均
出
現
数

(細

脂
/
8
)
は
'
表
I
に
示
し
た
よ
う
に

1
九
九
二
年

の
大
樹
-
1
が

t
万
六
千
七
百
八
十
四
で
最
も
多

く
､
一
九
九
六
年
の
大
津
-
1
が
三
百
四
十
で
最
も

少
な
か
っ
た
o
地
点
別
年
平
均
出
現
数
は
､
大
樹
I

l
が
最
も
多
く
六
千
五
百
六
十
三
､
次
い
で
大
樹
-

2
の
三
千
六
百
五
十
八
'
広
尾
-

2
の
三
千
五
十
三
へ

広
尾
I
l
の
二
千
八
百
六
十

三
㌧
大
津
-
2
の

千
八
百
二
十
八
､
大
津
-
1
の
千
五
百
九

十
九
の

順
で
'
全
般
に
大
樹
､
広
尾
で
出
現
数
が
多
く
'
大

津
で
少
な
か
っ
た
｡

六
地
点
を
入
れ
た
年
別
の
渦
鞭
毛
藻
類
の
平
均
出

現
数

(細
胞
/
8
)
は

一
九
九
二
年
が
五
千
百
六
十
五

と
最
も
多
く
､
次
い
で

一
九
九
七
年
四
千
六
百
九
'

一
九

九

五
年

四
千

三

百

五

t

l
九

九

八

年

二
千
九
百
九
十
六
'
一
九
九
四
年
二
千
六
百
三
十
五
､

一
九
九
三
年
千
九
百
七
十

八
､

一
九
九
六
年

千
百
三
十
八
の
順
で
､
最
高
と
最
低
の
出
現
数
に

約
五
倍
の
差
が
み
ら
れ
た

(義
-
)
｡

二
､
渦
鞭
毛
藻
類
八
属
の
年
別
､

海
域
別
の
出
現
状
況

渦
鞭
毛
藻
類
八
属
の
年
別
'
海
域
別
の
出
現
状
況

を
図
2
に
示
し
た
.
こ
れ
に
よ
る
と
出
現
数
が
多
い

表1 地点別､年別渦鞭毛藻類の出現数 (細胞/8)

地 点 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 年平均

- 1広 尾 - 2 2,846 2,360 6,610 3,120 2,750 1,636 717 2,8632,535 3,300 2,920 5,630 1,100 2,090 3,799 3,053

- 1大 樹 -2 16,784 2,530 1,700 6,810 750 13,178 4,191 6,5634,316 1,990 2,160 5,420 900 5,803 5,020 3,658

- 1大 津 -2 2,468 780 1,080 1,910 340 2,260 2,354 1,5992,038 910 1,340 2,940 990 2,684 1,897 1,828

地点平均 5,165 1,978 2,635 4,305 1,138 4,609 2,996 3,261

← 1日 ←
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属
は
各
地
点
と
も
p
z･o
J･o
c
e
n
tJ･um
'
p
z･o
top
e
Z･).I

dJJDJ'LLmで
'
そ
の
他

の
属
は
出
現
数
が
少
な
い
.

pJ
･or
o

ceDtJ･um
属
が
渦
鞭
毛
藻
類
八
属
の
出

現
数
に

占
め
る割
合
は
各
年
と
も
二
〇
%
以
上
で
､

特
に

一
九
九
七
年
t

l
九
九
八
年
は
六
五
～
七
四
%

を
占
め
た
｡
p
z
･o
L･o
c
e
D
tr
um
属
の
最
高

出
現
数
は

1
九
九
七
年
の
大
樹
I
l
の
九
千
三
百
五
十
六
細
胞

/
C3,で
'
最
低
出
現
数
は

1
九
九
六
年
の
大
津
-
1

の
六
十
六
細
胞
/
C9
で
あ
っ
た
｡

ま
た
､

P
r
o
to
p
e
]
･J
d
J'D
J'u
m

は

1
九
九
二
年

～
一
九
九
六
年

ま
で
は
各
年
と
も

二
〇
%
以
上
出

現
し
た
が
'

1
九
九
七
年
'

1
九
九
八
年
は

p

T
O
T
O
CeD
tn
Lm
の
増
加
に
よ
り
相
対
的
に
少
な
く
な

り
t

l
五
%
以
下
と
な
っ
た
｡
p
T
O
tOPer
j

dJ+DJ.um

の
最
高
出
現
数
は

一
九
九
二
年

の
大
樹
-
1
の

l
万
五
千
百
八
細
胞
/
C3
で
'
最
低
出
現
数
は
一
九
九
八

年
の
広
尾
-
1
の
八
十
六
細
胞
/
C
9で
あ
っ
た
｡

海域 属 名 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998

広尾 ●●●●●●●●●●●●●●
DinophysL'S ●●●●●●●●●●●●●●
GymnodL'nL'um ●● ●●●●●●●●●●●
GyTOdL'nJ'um ●●●●●●●●●●●●
ĴexandTL-Um ● ●●●●●●●●●●●●
ConyauJax ●●●●●●●●●●●●●●
PLJOtOPeTJ'dL'nL'uL77●●●●●●●●●●●●●●●Cez.a亡jum ●●●●●●●●●●●●●

大棉 ●●●●●●●●●●●●●●
DJ'nOPhysJ-S ●●●●●●●●●●●●●●
GyJVnOdjnL'um ●● ●●●●●●●●●●●
GyrodlniuDJ ●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●

ConyauJax ●●●●●●●●●●●●●●
ProtopeTL'dlnI'uLZ1●●●●●●●●●●●●●●
CeratL'uJZ1 ●●●●●●●●●●●●●●

大津 ●●●●●●●●●●●●●●
DinophysL'S ●●●●●●●●●●●●●●
GymnodL-nL-um ● ●●●●●●●●●●
GyL-OdL'nJ'UDl ●●●●●●●●●●●●●●●Ĵe_Tar)drjuL77 ●● ●●● ●●●
ConyauJax ●●●●●●●●●●●●●●
PTOrOPeL.I-dL'nL'unJ●●●●●●●●●●●●●●

左:各海域-1,右 .各海域-2

･O,･～100,●～500､●～1,000,●～5,000,●,5,000(細胞/8)
図2 渦鞭毛藻類8属の年別､海域別の出現状況
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釧路水試だより 第81号 (2000.2)

三
'
渦
鞭
毛
藻
類
の
種
別
､
年
別
の
出
現
状
況

各
海
域
に
つ
い
て
種
別
､
年
別
の
出
現
状
況
を
図

3
-
図
5
に
示
し
た
｡

広
尾

(図
3
)
で
は
各
年
を
通
じ
て
出
現
比
率
が
高

い
種
は
キ

o
t
o
p
e
Z･).dJ'Di
LLm
Spp.
(三

1
･
l
%
)～

pJ･oJ
･o
c
e
D
t
r
u
m

m
J
.Ca
DS
(
二
二
･
八
%
)
'

p
T
O
r
O
C
e
D
tr
um
t
Z･)'e
S
tJ+D
u
n
(
l
八

･
二
%
)
で

あ

っ
た
｡

最
高
出
現

種

は
p
T
O
tOPeTJ+dJ'D
J'Lm
Spp.

で
､

1
九
九
三
年
広
尾
-
2
の

二
千
三
百
八
十
四
細

胞
/
Q
で
あ
っ
た
｡

大
樹

(
図
4
)
で
出
現
比
率
が
高

い
種
は

pZ･ot
o
p
e
r
J.d
J'D
J
'u
m
s

p
p
.

(三
六

･
1
%
)､

p
Z
･o
r
o
c
e
D

t
T
u
m

m
J.C
a
D
S

(
二
二

･
七
%
)､

pT
O
Z
･O
C
e
D
t
Z
･um
tr
JJeS
t
J.Du
n

(
二
〇

二

1%
)
で

あ

っ
た

｡

最
高
出
現
種
は
p
T
O
t
OPeTJ'dJ'DL'Lm
Spp.

で
､

一
九
九
二
年
大
樹
-
1

の
一
万
五
千
百
八
細
胞

/
Q
で
あ
っ
た
｡

大
津

(
図

5
)
で
出
現
比
率
が
高

い
種
は

種 名 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
P. coDPreSSum ●
P. 07LnLmum ●●●
DLnophysL'S EoI-tii ●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●

D, nol.vegJCa ●●●●●●●●
D. I-udgeL' ●●●● ●

●● ●
D. spp. ●●●●●●●●●●●●●
CymnodinL'um SPP.●● ●●●●●●●●●●●
GyrodL-nium spp. ●●●●●●●●●●●●
ĴexandTium spp. ● ●●●●●●●●●●●●
ConyauJax sppー ●●●●●●●●●●●●●●
PL.OtOPeL.idiL7Jlum spp.●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●
C. Fusus ●●●●●●●●●●●●●

左:広尾-1,右 :広尾-2

･O,･～100,･～500､●1 ,000,● ～5,000,●,5,000(細胞/8)
図3 広尾海域における渦鞭毛藻類の種別､年別出現状況
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釧路水試だより 第81号 (2000.2)

p
r
o
r
o
c
e
D
t
Z･u
n

m
J'C

a
D
S
(
二
九

･
七
%
)
､

p
r
o
t
o
p
e
)･)'d
JJD
J'u
m

s
p
p
.
(
二
六

･
五
%
)
､

p
z･o
r
o
c
e

D
t
r
u
m

t
r
JJe
S
t
JJD
u
m

(
〓
ハ
･
七

%

)
で
あ

っ
た
O
最

高
出
現
種

は
p
z･o
Z
･o
c
e
D
tZ･um

mJ.caTISで
'
1
九
九
五
年
大
津
-
2
の
千
四
百
三
十
七

細

胞
/Q
で
あ
っ
た
｡

こ
の
よ
う
に
､
各
海
域
と
も
p
T
O
tO
P
e
rJ+djD
J.um

s
p
p
.
'
pT
O
r
O
C
e
nt
n
m

m
J.C
a
n
s､
P
T
O
Z･O
C
e
n
tT
u
m

t]･)'e
s
t
JrD
u
m
の
出
現
数

が
多
く
'
三
海
域
を
統
合

し

た
出
現
比
率

は
'
そ
れ
ぞ
れ
三
三
･
〇
%
'
二
四
･
〇

%
､

一
九

･
〇
%
で
あ
っ
た
｡

な
お
､
p
T
O
J･O
C
e
D
tZ･Lbm
m
J.C
a
D
S
と
P
T
O
r
O
C
e
D
-

tL･um
tZ･)'e
s
tJ'D
um
は

1
九
八
五
年
に
当
海
域
で
赤

潮
発
生
時

の

6y
m
D
OdJ'um
spp.に
次
ぐ
構
成
種
で

あ
っ
た
.
ま
た
t

Gy
mDOdJ'Djum
spp
.
は
最
近
赤

潮
が
発
生
し
て
い
な

い
こ
と
も
あ
っ
て
出
現
比
率
は

〇

二
二
～

一
二
%
と
低
か
っ
た
｡

種 名 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998●●●●●●●●●●●●●●
P. tJJIeStjnLIDl ●●●●●●●●●●●●●●
P. compressum

P. LZILnID7um ●
DLlnophysis lortiL' ●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●

D. not.VCgJCa ●●● ●●●●
D. TLIdgeL' ●● ●●●

●● ● ● ●
D. spp. ●● ●●●●●●●●●●●
GynlnOdL'nium spp. ●● ●●●●●●●●●●●
GyrodI-nJ'um SpP. ●●●●●●●●●●●●
ĴCxandL.iLInJ SPP. ●●●●●●●●●●●●●
ConyaLLJaX SPP. ●●●●●●●●●●●●●●
ProtoperLldJnL'unJ SPP.●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●● ●●

C. FLLSuS ●●●●●●●●●●●●●●
左･大樹-1,右 ･大樹-2

･O,･～100,･～500､●～1,000,● ～5,000,● ,5,000(細胞/a)

図4 大樹海域における渦鞭毛藻類の種別､年別出現状況
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釧路水試だより 第81号 (2000.2)

四
､
渦
鞭
毛
藻
の
鉛
直
分
布
と

水
温

･
塩
分
と
の
関
連

渦
鞭
毛
藻
類
の
鉛
直
分
布
と
水
温

･
塩
分
と
の

関
連
を
み
る
た
め
'
出
現
比
率
の
高
い
p
T
O
]TO
C
e
D
-

tm
H
m
JJCan
S
と
P
T
O
tOP
e
Z･).d
L.D
L'LLm
Spp
.
に

つ
い

て
'
出
現
数
の
多
い
大
樹
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
関
連

の
例
を
図
6
､
図
7
に
示
し
た
｡

p

T
O
T
tX
:eD
tJ･u
m
m
J.C
a
D
Sは
九
月
中
旬
か
ら
十
月
上

旬
に
か
け
て
中
層
以
浅
､

特
に
二
m
以
浅
の
上
層
で

多
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
｡
こ
の
時

の
最
高
出
現
数
は

十
月
三
日
大
樹
-
1
の
表
層
で
三
万
八
千
二
百
二
十

細
胞
/
Q
が
出

現
し
た
｡
水
温

･
塩
分
と
の
関
連
で

は
､
九
月
中
旬
以
降
の
中
層
以
残
の

一
五
℃
を
超
え

る
高
水
温
域
と
三
二
‰
を
切
る
低
塩
分
布
で
出
現
数

が
多
い
傾
向
が
み
ら
れ
た

(図
6
)｡

p
T

OtOP
e
J
･).d
J.D
L'LLm
S
p
p
.
は
八
月
下
旬
と
九
月
下

旬
か

ら十
月

上
旬
に
か
け
て
水
深
二
m
以
浅
で
多
い

傾
向
が
み
ら
れ
た
｡
こ
の
時
の
最
高
出
現
数
は
十
月

種 名 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
P. compTeSSum

P. mLnJnTum ●
DL'nOPhysL'S lOL-tjL' ●●●●●●●●●●●●●●
● ● ●●●●●●● ●

D. noL-VegJCa ●● ●●● ●
D. Tudgej ●●●● ●

● ● ●
D. sop. ● ● ●●● ●●●●
GymnodjniuDJ SPP. ● ●●●●●●●●●●
Gyt.odJ-nL'ultJ SPP. ●●●●●●●●●●●●
1̂exandTJ'LLm SpP. ●●●●●●●● ●●●
GonyauJax spp. ●●●●●●●●●●●●●●
PL.OtOPeZ.jdjnL'um SPP.●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●
C. fusus ● ●●●●●●●●●●●●

左:大津-1,右 :大津-2

･O,･～100,･～500､●～1,000,● ～5,000,●,5,000(細胞/8)
図5 大津海域のおける渦鞭毛藻類の種別､年別出現状況



釧路水試だより 第81号 (2000.2)

五
日
大
樹
I
l
の
二

m
層
で
七
千
四
十
細
胞
/
8
が

出
現
し
た
｡
水
温
は
八
月
下
旬
以
降
上
層
か
ら
次
第

に
低
下
す
る
に
つ
れ
て
'
下
層
の
水
温
は
上
昇
し
九

月
下
旬
に
は
鉛
直
的
に
ほ
ぼ

一
六
℃
と
な
っ
た
｡
塩

分
は
八
月
下
旬
と
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
か

け
て
表
層
か
ら
低
塩
分
化
し
た
が
'
九
月
中
旬
に

は
逆
に
下
層
か
ら
上
層

へ
高
塩
分
水
が
張
り
出
し
､

鉛
直
混
合
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

P
TOtOPeTJJdJ.DJ'LLm
Spp.は
低
塩
分
帯
へ
分
布
L
t

鉛
直
混
合
が
み
ら
れ
る
高
塩
分
布
で
の
分
布
は
希
薄

で
あ
る

(図
7
)0

以
上
の
こ
と
か
ら
'
高
水
温
と
低
塩
分
､
さ
ら
に

は
水
塊
の
安
定
が
渦
鞭
毛
藻
の
出
現
条
件
の

一
つ
と

考
え
ら
れ
る
｡

五
､
渦
鞭
毛
藻
の
出
現
パ
タ
ー
ン
と
海
況

渦

鞭

毛

藻

の

中

で

出

現

比

率

の

高

い

PTOm
CeDtrLLm
ml
'C
a
D

S.
PTOtOPerJ･dJ
･D
J
･L
m
Spp.

1997年 大樹-2

02
4

6

8

10

12

0

2

4

6

8

10

12

0

2

4

6

8

10

12

1997年 大樹-1

●
●●
ProrocentJ･um mJ-cans

0

2

4

6

8

(百
)
鎌

首

水 温 (℃)

0

2

4

6

8

(日
)
煤

省

＼{ヽ
/// ＼二二

塩 分 (‰)

･o･･～100-･～500･･-1･000･● ～5･000･● ～10･000･● ,10･000
(細胞/8)

図6 大樹海域におけるProroce〝/rL/mm/Ca〝Sの
鉛直分布と水温､塩分の関係
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釧路水試だより 第81号 (2000.2)

に
つ
い
て
時
期
別
の
出
現
傾
向
を
そ
れ
ぞ
れ
図
8
､

図
9
に
示
し
た
｡
こ
れ
を
み
る
と
､
出
現
傾
向
は
各

年
に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
が
'
出
現
パ
タ
ー
ン
を
便

宜
的
に
区
分
す
る
と
'
表
2
の
よ
う
に
な
る
｡
こ
の

中
で
表
層
水
温
が
年
間
で
最
高
に
達
す
る
八
月
下
旬

～
九
月
中
旬
に
渦
鞭
毛
藻
が
多
く
出
現
す
る
②
③
④

の
タ
イ
プ
が
赤
潮
発
生
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
た
｡
赤
潮
は

一
九
八
七
年
以
降
発
生
し
て
い
な
い
が
'

参
考
ま
で
に
赤
潮
が
発
生
し
た

一
九
八
五
年
と

一
九
八
六
年
の
渦
鞭
毛
藻
の
出
現
パ
タ
ー
ン
と
海
況

を
表
3
に
示
し
た
｡
こ
れ
を
み
る
と
､
両
年
と
も
出

現
パ
タ
ー
ン
は
④
の
逆
Ⅴ
型
で
あ
る
｡
こ
の
時
の
優

占
種
は

1
九
八
五
年
は

G
y
m
nod)'D
JJum
sp.
で
､

一
九
八
六
年
は
P
T

OnXedn
m

mjcans
で
'
両
種
と

も
十
万
細
胞
以
上

/
Qが出現したol
九
八
六
年
は

P

Z･OroceDtZ･um
mJ'CaDS以
外
に

pZ･oL･oceDtZ
･um

t

r
J'es
tJ'DLW
と
冒

odJJDJ'LLm
Sp.
が
出
現
した
O

1995年 大樹-2

●●●●●｡●●
● ●

+ plolope"･dJ･nJumSPP･ .

0
2

4
6

1995年 大樹-1

~下すT ~~ 9 月 Jlbオ

●●●●●●.●●●
8

..●●10
12

ProlopcrJdIJJJ'LlmSPP.

塩 分 (‰)

･o･.～100･'-帆 .～.･000･● ～5mO･● ～10･000,● ,-0･000
(緋胞/a)

図7 大樹海域におけるProtopcr/a/a/umsppの
鉛直分布と水温､塩分の関係
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釧路水試だより 第81号 (2000.2)

表
3
か
ら
赤
潮
の
発
生
時
期
は
九
月
上
旬
か
ら
九
月

中
旬
で
あ
り
､
海
況
は
両
年
と
も
豪
雨
に
よ
り
多
量

の
陸
水
が
海
域

へ
流
出
し
､
塩
分
が
低
下
し
'
以

後
'
凪
が
続
き
静
穏
で
'
水
温
が
高
め
に
経
過
し
た

時
に
赤
潮
が
発
生
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
｡

従
っ
て
'
こ
の
よ
う
な
要
因
が
重
な
っ
た
時
に
は
赤

潮
が
発
生
し
や
す
く
､
発
生
予
察
の
指
標
に
な
り

得
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

一
九
九
二
年
か
ら

一
九
九
八
年
ま
で
の
七
年
間

の
渦
鞭
毛
藻
類
全
体
の
出
現
パ
タ
ー
ン
を
表
2
の

区
分
に
従
い
整
理
す
る
と
表
4
の
よ
う
に
な
る
｡

こ
れ
に
よ
る
と
七
年
間
の
う
ち
'
逆
L
型
三
回
'

平
坦
型
二
回
､
L
型

一
回
'
逆
Ⅴ
型

一
回
で
'
赤

潮
の
発
生
し
易
‥圏
､

④
の
タ
イ
プ
が
そ
れ
ぞ
れ

一
九
九
三
年
'

一
九
九
四
年
に
み
ら
れ
た
｡
し
か

し
'
海
況
は

一
九
九
三
年
は
低
温
'

一
九
九
四
年

は
表
層
の
高
塩
分
の
た
め
か
､
幸
い
に
も
赤
潮
は

発
生
し
な
か
っ
た
｡
そ
れ
以
外
の
年
に
つ
い
て
は
'

表2 渦鞭毛藻類の時期別の出現パターン

(D平坦型 時期を通して出現鼓の増減がなく､平坦なタイプ
(ProI.OCentIJummJ'CanS1996,ProtoperJ'dJlnLlumspp.1996,1997,1998)o

檀)L 8月下旬に出現丑が多く､以後減少するタイプ
(PTOtOPeTL'dL'nJ'Lm SPp.1993)o

③Ⅴ 型 8月下旬に出現走が多く､以後減少するが､再び増加するタイプ
(PTOtOPeTL'dL'nL'UmSPP.1992).

(む逆Ⅴ型 8月下旬に出現立が少なく､9月中旬にかけて多くなり､以後減少するタイプ
(ProTOCentTummL'CanS1993,1994,1998,PTOtOPeTid1-nluDZSpp.1994)○

(9逆L型 8月下旬から9月中旬までは出現丑が少なく､以後増加するタイプ
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r/25 94 945 940 19(5

図9 Prolopcr/d/〟/umspp の年別出現数

表3 赤潮発生年における渦鞭毛藻禁頁の出現パターンと海況

午 出現パターン 渦鞭毛藻類の位高出現数(細胞/ a) 赤潮の発生状況と海況

1985 ④逆Ⅴ型 9月3-4日大樹-1 9月3日に十勝川河口域を中心とした大津沿岸に赤潮表層 の発生が認められ､沖合1.500mまで帯状に大樹方面に
GynmodJ'nJ'um Sp. 向けて拡がり翌4日には大樹沖でも確認された05日
100,000 は荒天となつたため沿岸域から消え始めた010日の調
9月10EⅠ 査時に歴舟川沖距岸1,000m､長さ1,500m程の範囲に赤
歴舟川沖 潮の水塊が認められたo
表層 9月1日の豪雨により河川､湖沼が増水 し､多量の陛

G.ynlnOdL'nL'LLmSD.85% 水が海域へ流出した09月3､4日は海上が静穏とな
2.676,000 り､水温は3､4℃上がり､9月一杯は商目に経過し

と残 りはPI.OL-OCentTLLmのtL-1estl'mumtm1'CanS たo塩分は9月中は4m層以浅で26-30%Oと低かつたo

1986 ④逆Ⅴ塑 9月17日大樹-1 9月12日頃から歴舟川河口付近を中心に水色の褐色化
4m屑 が認められ､14日まで持続 したo大津沖でも11日以降

ProIJOCentTuLZ7mlcans 同様な現象がみられたが､17日以降は認められなかつ
141.000 たo

PromcentruDZtrL'eStL'nLJDJ 水温は9月中旬過ぎに表層で18℃の収蔵を示 し､下層
5,280 との差はノ｣､さかつた○塩分は豪雨後の9月9日には広

注)資料は釧路水試事業報告書より抜粋
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表4 赤潮発生年における渦鞭毛藻類の出現パターンと海況

年 出 現パターン 渦鞭毛藻類の澱高出現数(細胞/L2) 海 況

19926)逆L型 10月8日大樹-1表層274,720 9月10日前後に豪雨があり､河川､湖沼からの流出水で､

海域の表-中層の塩分は著しく低下したo豪雨の後は時化

が続き､海上は泥濁状態が長く続いたo

1993 (∋L型 8月25日広尾-2表層27,400 8月末に豪雨があり､河川が増水し､河口域の表層～2m

層まで極低塩分となったo水温は平年より1-3℃低温で
推移したo

1994④逆Ⅴ型 9月14日広尾-12m屑36,920 海域は9月前半まで静穏で､その後は降雨と時化が断続的

に見られたo水温は全般に高く､表層では20℃を超えたo
9月中旬までは表層の塩分は例年になく高かつたo

1995⑤逆L型 10月5日 海域は全般に静穏で､時化が少なかつたo降水があつたが､
大樹-1 河川の増水は小さかつたo表層塩分が高く､上下眉間の密
2m屑 度差が小さく､9月中旬の沖合水の流入により表層は33%o
45,160 近くまで連したo

1996(∋平坦型 8月26日広尾-12m層7,300 海域は9月中～下旬の荒天を除き比較的静穏であったo降

水量が少なく､表層塩分は26‰以上であった○水温は全般
に低く､表層水温は18℃に達したのはまれであったo

1997(参道L型 10月3日 海域は9月中旬までは比較的静穏で､以後10月上旬にかけ
大樹-1 て荒天が断続的に続いたo水温は9月中旬までは若干低め
Om層 で､以後は前年より幾分高かつた09月中旬-10月上旬の

107,280 豪雨により低塩分化したo

1998(D平坦型 9月7日 8月下旬と9月中旬の豪雨により､降水立は例年の2倍と
大樹-2 多く､海域は著しく低塩分化したo水温は例年より2-
6m層 3℃高かつた09月下旬～10月上旬の台風により海は大時

注)資料は釧路水試事業報告書より抜粋

水
温
'
塩
分
､
荒
天
な
ど
の
海
況
条
件
が
赤
潮
の
発

生
に
適
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
赤
潮
が
発
生
し
な

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

お
わ
U
に

1
九
八
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
十
勝
海
域
赤
潮
予
察

調
査
は
'
こ
こ
数
年
赤
潮
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と

と
各
種
事
業
の
点
検

･
見
直
し
に
よ
り
'

一
九
九
八

年
を
も
っ
て
終
了
し
た
｡
北
方
冷
水
域
に
お
い
て
渦

鞭
毛
藻
類
の
出
現
と
消
長
に
つ
い
て
同

一
地
点
で
毎

年
ほ
ぼ
同
時
期
に
長
年
に
わ
た
っ
て
調
査
し
た
事
例

は
少
な
く
､
そ
の
意
味
で
は
基
礎
的
な
資
料
が
得
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

今
後
は
'
得
ら
れ
た
知
見
を
基
に
し
て
赤
潮
発
生

の
可
能
性
が
あ
る
時
に
は
事
前
に
海
域
の
監
視
を
強

め
る
必
要
が
あ
る
｡
な
お
'
本
事
業
の
中
で
の
水
質

環
境
調
査
の
結
果
は
別
の
機
会
に
報
告
す
る
予
定
で

あ
る
｡
最
後
に
'
本
調
査
に
御
協
力
頂
い
た
関
係
機
関
の

担
当
者
の
方
々
に
謝
意
を
表
す
る
｡

(ま
る
く
に
よ
し
･か
く
だ
と
み
お

資
源
増
殖
部
)
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釧路水試だより 第81号 (2000.2)

こ
ん
ぶ
麺
の
保
蔵
性
向
上
試
験

加
工
部

小

玉

裕

幸

信

太

茂

春

は
じ
め
に

こ
ん
ぶ
麺
は
､
コ
ン
プ
の
主
成
分
で
あ
る
ア
ル

ギ
ン
酸
を
麺
状
に
凝
固
さ
せ
た
食
品
で
､
主
に
釧

路
､
根
室
管
内
の
加
工
業
者
で
製
造
さ
れ
て
い
ま

す
｡
し
か
し
'
こ
ん
ぶ
麺
は
高
水
分

(九
〇
%
以

上
)
食
品
で
あ
る
た
め
に
､
賞
味
期
限
が
冷
蔵
で

も
約

一
週
間
と
短
く
'
最
も
消
費
の
伸
び
る
夏
期

に
お
け
る
保
蔵
性
の
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
｡
そ
こ
で
､
こ
ん
ぶ
麺
の
賞
味
期
限
の
延
長
を

目
的
と
し
て
､
そ
の
製
造
工
程

へ
の
各
種
処
理
法

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
O

こ
ん
ぶ
麺
の
腐
敗
過
程
の
特
徴

試
料
に
は
､
図
1
に
示
し
た
工
程
で
製
造
さ
れ
た

市
販
こ
ん
ぶ
麺
製
品

(
一
〇
〇

g
入
パ
ッ
ク
)
を
用

い
ま
し
た
｡
保
蔵
試
験
は
､

一
〇
℃
お
よ
び
二
五
℃

の
恒
温
中
に
放
置
L
t
経
時
的
に

一
般
生
菌
数
､

p

H
t
レ
オ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
物
性

(切
断
応
力
)
'
お

よ
び
分
光
色
差
計
に
よ
る
色
調

(L*
.a
*
.b
☆
)
を

測
定
す
る
と
と
も
に
官
能
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
｡

い
ず
れ
の
温
度
に
お
い
て
も
､

一
般
生
菌
数
と

p

H
の
変
化
に
強
い
関
連
性
が
み
ら
れ
ま
し
た
｡
す
な

わ
ち
'
図
2

(
二
五
℃
貯
蔵
)
に
示
す
よ
う
に
'

一

般
生
菌
数

の
増
加
に
伴
い
p
H
が
低
下
し
'

p
H
が

約
七

･
五
に
達
し
て
か
ら
は
一
般
生
菌
数
の
増
加
が

殆
ど
停
止
し
ま
し
た
｡
そ
の
他
'
こ
ん
ぶ
麺
の
腐
敗

に
伴
う
切
断
応
力
の
増
大
(麺
の
硬
化
)
や
色
調
の
暗

色
化
'
あ
る
い
は
異
臭
発
生
な
ど
の
官
能
的
変
化
も

確
認
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
こ
と
か
ら
'
こ
ん
ぶ
麺
の

p
H
を
最
初
か
ら

七

･
五
程
度
に
し
て
お
く
と
'
細
菌
の
増
殖
を
抑
制

で
き
る
と
推
測
さ
れ
ま
し
た
｡
そ
こ
で
t

p
H
の
調

整
に
よ
る
こ
ん
ぶ
麺
の
静
菌
効
果
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
｡

静
菌
処
理
法
の
検
討

前
記
の
こ
ん
ぶ
麺
腐
敗
の
特
徴
か
ら
'
浸
潰
液
に

〇
･
一
%
ク
エ
ン
酸
溶
液
を
用
い
て
こ
ん
ぶ
麺
の
p

H
を
七

･
五
程
度
に
調
整
し
'

一
〇
℃
お
よ
び
二
五

℃
に
貯
蔵
し
て
静
菌
効
果
を
調
べ
ま
し
た
｡

一
般
生
菌
数
の
変
化
で
は
'
図
3
に
示
す
よ
う
に
､

望 品

図1 こんぶ麺の製造工程

節 : ヨ …o=-

貯蔵期間(日)

108

106

104

102

100

図2 25℃保蔵のこんぶ麺の一般生菌数
およびpHの変化

● .一般生菌数､△ :pH
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p
H
を
調
整
し
て

1
0
℃
で
貯
蔵
し
た
試
料
で
も
､

6

通
常
製
品
と
同
様
に
10
(/

g
)
ま
で
増
加
し
､
静

菌
効
果
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
｡
ま
た
'

一
般
生

菌
数
の
増
加
に
よ
り
p
H
は
酸
性
に
低
下
し

(図
示

省
略
)
へ
麺
の
褐
色
化
な
ど
官
能
的
な
劣
化
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
｡
特
に
二
五
℃
貯
蔵
で
は
､
二
日
目
で
褐

色
化
し
､
合
わ
せ
て
異
臭
も
発
し
ま
し
た
C
切
断
応

力
で
は
t

p
H
を
調
整
し
た
試
料
は
〇
日
目
か
ら
通

常
製
品
に
比
べ
て
増
大
し
ま
し
た

(
図
示
省
略
)
｡
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
T

p
H
の
調
整
に
よ
る
保
蔵
性
の

向
上
は
困
難
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
｡

そ
こ
で
'
初
発
菌
数
を
減
少
す
る
手
法
で
の
保
蔵

性
の
向
上
を
検
討
し
ま
し
た
｡

加
熱
処
理
に
よ
る
保
蔵
性
の
向
上

こ
ん
ぶ
麺
の
製
造
工
程

(図
1
)
に
加
熱
処
理
を

導
入
し
た
初
発
菌
数
の
減
少
に
よ
る
保
蔵
性
の
向
上

に
つ
い
て
検
討
し
､
図
1
の
☆
印
の
工
程
で
加
熱
し

た
浸
治
水
を
注
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
｡
予
備
試

験
で
は
'
八
〇
℃
以
上
の
加
熱
浸
潰
水
の
注
入
で
細

菌
が
検
出
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
｡
そ
こ
で
'
保
蔵
性

向
上
試
験
で
は
､
冬
期
間
の
麺
の
品
温
低
下
も
考
慮

し
､
八
五
℃
の
加
熱
浸
噴
水
を
添
加
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
｡
対
照
と
し
て
'
加
熱
し
な
い
浸
治
水
を
添

加
し
た
通
常
製
品
を

一
〇
℃
で
貯
蔵
し
ま
し
た
｡

注
入
直
後

(〇
日
目
)
の
浸
噴
水
の
温
度
は
約
六

六
℃
ま
で
低

下
し
ま
し
た
が
へ
図
4
お
よ
び
図
5
に

示
す
よ
う
に
､
細
菌
は
検
出
さ
れ
ず
'
麺
の
切
断
応

力
に
も
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
｡
そ

の
後
､
一
〇
℃
お
よ
び
二
五
℃
で
二
八
日
間
貯
蔵
L
t

経
時
的
に
調
べ
た
結
果
､
い
ず
れ
の
温
度
に
お
い
て

も
細
菌
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

(図
4
)｡
こ
れ

は
へ
加
熱
浸
潰
水
の
注
入
に
よ
り
ほ
ぼ
完
全
に
殺
菌

さ
れ
る
う
え
'
注
入
後
す
ぐ
に
ラ
ベ
ル
さ
れ
る
の
で
'

雑
菌
の
混
入
が
殆
ど
な
く
な
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ

ま
す
｡
ま
た
､
物
性
は
約
二
五

g
の
切
断
応
力
を
維

持
し

(図
5
)へ
p
H
は
二
五
℃
貯
蔵
で
若
干
低
下
し

た
も
の
の
'
い
ず
れ
の
温
度
と
も

p
H
九

･
一
以
上

を
保
ち

(図
6
)､
細
菌
が
増
殖
し
な
か
っ
た
こ
と
を

裏
付
け
る
結
果
で
し
た
｡
色
調
や
官
能
的
に
も
良
好

0 2 4 6

貯蔵期間(日)
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(6
[
)糸
価
判
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-

図3 pHを調整したこんぶ麺の
一般生菌数の変化

貯蔵温度10℃､● pH調整､△ :通常製品
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貯蔵期間(日)

図4 加熱浸漬水を注入したこんぶ
麺の一般生菌数の変化

車101(/g)は､菌数が101(/g)以下を表す
●:10℃保蔵､△ 25℃保蔵､
□:25℃保蔵(90℃加熱)､◇:対照
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に
経
過
し
､
こ
ん
ぶ
麺
の
明
緑
色
や
海
藻
の
匂
い
'

さ
ら
に
は
浸
潰
水
の
透
明
度
を
維
持
し
ま
し
た
｡

一

方
'
浸
潰
水
を
加
熱
し
な
か
っ
た
通
常
製
品

(
一
〇

℃
貯
蔵
)
は
､
七
日
目
で
異
臭
と
浸
噴
水
の
白
濁

が

生
じ
'
賞
味
不
可
能
と
な
り
ま
し
た
｡

以
上
の
結
果
か
ら
､
八
五
℃
以
上
の
加
熱
浸
噴
水

を
注
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
こ
ん
ぶ
麺
は
冷
蔵
で

二
〇
日
間
'
常
温
で
も

一
〇
日
間
の
賞
味
は
可
能
と

考

え
ら
れ
ま
し
た
｡

お
わ
U
に

こ
ん
ぶ
麺
の
賞
味
期
間
を
冷
蔵
で
二
週
間
以
上
と

す
る
こ
と
を
目
標
に
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
｡
こ
ん

ぶ
麺
の
製
造
工
程
を
図
7
に
改
良
す
る
こ
と
に
よ
り
'

低
温
二
〇
日
間
､
常
温

一
〇
日
間
の
貯
蔵
を
可
能
と

し
､
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡
ま
た
'

作
業
工
程
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
'
容
易
に
加
熱
し

た
浸
治
水
の
注
入
が
可
能
な
た
め
'
こ
の
手
法
を
製

造
現
場
に
反
映
し
'
販
路
の
拡
大
に
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
｡

な
お
へ
本
試
験
は
'
｢平
成

一
一
年
度
関
連
機
関
支

援
強
化
事
業
｣
と
し
て
取
り
組
ん
だ
成
果
で
あ
り
ま

す
｡最
後
に
な
り
ま
し
た
が
へ
本
試
験
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
に
心
か
ら
御
礼
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
｡

0 10 20 30

貯蔵期間(日)

図6 加熱浸漬水を注入したこんぶ
麺のpHの変化

●:10℃保蔵､△ :25℃保蔵､
口 25℃保蔵(90℃加熱)､◇.対照

｣

ブ

-
.

止
や

{
こ
.一

加熱浸着水を注入 包装(密閉)- 製品

図7 こんぶ麺の製造工程 (改良法)
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秋
サ
ケ
塩
蔵
品
の
試
作
試
験
結
果
に
つ
い
て

利
用
部

千

原

裕

之

は
じ
め
に

前
報

(第
七
八
号
)
に
お
い
て
､
｢新
巻
｣
や

｢山

漬
け
｣
な
ど
'
製
造
方
法
の
異
な
る
市
販
秋
サ
ケ
塩

蔵
品
の
成
分
特
性
や
塩
分
分
布
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
｡
そ
こ
で
今
回
は
'
呈
味
上
重
要
な
成
分
で
あ

る
塩
分
に
注
目
し
て
､
温
度
や
時
間
､
用
塩
量
な

ど
'
様
々
な
条
件
で
塩
蔵
し
た
と
き
の
魚
体

へ
の
塩

分
の
浸
透
状
況
を
知
る
目
的
で
'
秋
サ
ケ
塩
蔵
品
の

試
作
試
験
を
行
い
ま
し
た
｡
さ
ら
に
'
塩
分
の
早
期

浸
透
技
術
と
し
て
注
射
器
を
用
い
た
塩
水
注
入
処
理

等
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
の
で
以
下
に
そ
れ
ら
の

分
析
結
果
を
紹
介
し
ま
す
｡

塩
蔵
条
件
ご
と
の
塩
分
浸
透
状
況

試
作
試
験
の
分
析
結
果
を
図
1
に
示
し
ま
す
.
塩

蔵
は
撒
塩
溶
け
と
塩
水
放
け
の
二
通
り
で
行
い
'
塩

蔵
温
度
は

一
〇
℃
と
し
ま
し
た
｡

結
果
は
塩
蔵
方
法
に
か
か
わ
ら
ず
'
撒
塩
噴
け
の

場
合
で
は
用
塩
量
が
多
い
ほ
う
が
､
塩
水
放
け
の
場

合
で
は
塩
水
濃
度
が
高
い
方
が
'
そ
れ
ぞ
れ
塩
分
の

浸
透
性
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
｡
し
か
し
塩
分

分
布
に
つ
い
て
み
る
と
背
肉
の
中
心
付
近
と
腹
部
と

の
差
が
著
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
｡

ま
た
､
別
の
試
験
で
①
塩
蔵
温
度
に
つ
い
て
は
温

度
が
高
い
ほ
ど
塩
分
の
浸
透
性
が
高
い
こ
と
､
②
原

料
魚
の
等
級

(ギ
ン
ケ
と
A
ブ
ナ
の
雌
雄
)
ご
と
の

比
較
､
お
よ
び
③
生
鮮
原
料
と
冷
凍
原
料
の
比
較
で

は
ど
ち
ら
も
塩
分
の
浸
透
性
に
つ
い
て
有
意
な
差
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
｡

塩
分
の
浸
透
促
進
試
験

以
上
の
結
果
か
ら
セ
ミ
ド
レ
ス
の
形
態
で
塩
蔵
し

た
場
合
､
背
部
の
表
皮
か
ら
の
塩
分
浸
透
速
度
は
腹

部
の
内
側
か
ら
の
塩
分
浸
透
速
度
に
比
べ
て
遅
い
た

め
､
結
果
的
に
背
肉
中
心
部
が
最
も
塩
分
が
浸
透
し

に
く
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
｡
従
っ
て
塩
蔵
時
間

の
短
縮
を
図
る
た
め
に
は
背
肉
中
心
部
に
対
し
て
塩

分
を
よ
り
短
時
間
に
浸
透
さ
せ
る
技
術
の
確
立
が
必

要
に
な
り
ま
す
｡
そ
こ
で
'
塩
分
の
迅
速
な
浸
透
を

図
る
目
的
で
塩
蔵
前
の
原
魚
に
対
し
以
下
の
二
通
り

の
処
理
を
行
い
ま
し
た
｡

す
な
わ
ち
直
径
t
T

二
m
の
注
射
針
を
用
い
て
二

平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り

一
カ
所
の
処
理
密
度

で
'
①
魚
体
表
皮
に
穴
を
あ
け
た
り

(穿
孔
処
理
)
'

撤塩ラ責け

%
水
12
塩

.;=i.:..

3日目 5日目 塩蔵1日目 3日目 5日目

図1 塩蔵方法ごとの塩分分布の経時変化

撒塩漬けの用塩料は魚体重に対する割合
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②
塩
水
を
注
射
し
た

(注
入
処
理
)
試
料
を
塩
蔵
し

ま
し
た
｡
な
お
注
入
処
理
で
は

1
カ
所
あ
た
り

一
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
の
飽
和
食
塩
水
を
注
入
し
ま
し
た
｡
塩

蔵
温
度
は
五
℃
'
塩
蔵
時
間
は
六
〇
分
間
と
L
t
各

処
理
は
魚
体
の
片
側
だ
け
に
施
し

'
も
う

1
方
の
側

は
対
照
と
し
ま
し
た
｡

試
験
結
果
を
図
2
に
示
し
ま
す
.
水
分
分
布
に
つ

い
て
は
ど
ち
ら
の
処
理
も
対
照
と
同
様
な
分
布
状
況

で
し
た
｡

塩
分
分
布
に
つ
い
て
は
穿
孔
処
理
で
は
対
照
部
分

と
ほ
ぼ
同
様
な
塩
分
分
布
状
態
で
あ
り
'
塩
分
の
早

期
浸
透
効
果
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
｡

一
方
､
注
入
処
理
で
は
対
照
部
分
と
異
な
り
'
背

肉
の
中
心
付
近
に
高
い
塩
分
分
布
域
が
み
ら
れ
､
塩

分
の
早
期
浸
透
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま

し
た
｡

最
後
に

今
後
は
注
入
処
理
技
術
の
最
適
な
条
件
を
さ
ぐ
り

つ
つ
､
新
た
に
フ
ィ
レ
形
態
で
の
塩
蔵
方
法
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
予
定
で
す
｡

注入処理穿孔処理

図2 穿孔処理および注入処理の効果
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a

m

が

難

平
成
十

一
年
度
水
産
試
験
研
究
プ
ラ
ザ

開
催
状
況
に
つ
い
て

平
成
十

一
年
度
の
水
産
試
験
研
究
プ
ラ
ザ
は
､
五

月
十
日
に
厚
岸
町
に
お
い
て
開
催
し
た

｢貝
毒
の
原

因
と
対
策
に
つ
い
て
｣
を
皮
切
り
に
'
左
表
の
と
お

り
開
催
し
て
お
り
ま
す
｡
こ
の
水
産
試
験
研
究
プ
ラ

ザ
は
'
浜
の
皆
様
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
､
釧
路
水

産
試
験
場
で
日
頃
'
調
査

･
研
究
し
た
結
果
や
成
果

等
を
紹
介
し
た
り
'
意
見
交
換
等
を
通
じ
お
互
い
の

理
解
を
深
め
'
今
後
の
試
験
研
究
の
参
考
と
さ
せ
て

頂
い
た
り
し
て
お
り
ま
す
｡

釧
路
水
産
試
験
場
と
し
ま
し
て
も
､
な
る
べ
く
多

く
の
地
区
を
訪
問
し
'
｢水
産
試
験
研
究
プ
ラ
ザ

(ミ

ニ
プ
ラ
ザ
と
称
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
)
｣
を
通
じ

て
'
浜
の
皆
様
と
話
題
提
供
や
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
'
ご
意
見

･
ご
要
望
な

ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
､
お
気
軽
に
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
｡
(連
絡
先
は
企
画
総
務
部
の
主
査

(企
画
情

報
)
ま
で
お
願
い
し
ま
す
)

今
回
は
最
近
開
催
し
た
水
産
試
験
研
究
プ
ラ
ザ
の

中
か
ら

一
例
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
｡
去
る
二

月
十
五
日
､
釧
路
市
の
く
し
ろ
水
産
セ
ン
タ
I

(過

称
マ
リ
ン
ト
ポ
ス
)
に
お
い
て

｢平
成
十

一
年
度
釧

路
水
産
試
験
場
加
工
ミ
ニ
プ
ラ
ザ
｣
を
開
催
し
ま
し

た
｡
今
回
は
北
海
道
立
食
品
加
工
研
究
セ
ン
タ
ー
が

主
催
す
る

｢平
成
十

一
年
度
釧
路
支
庁
管
内
移
動
食

品
加
工
研
究
セ
ン
タ
ー
｣
と
共
同
の
開
催
で
し
た
が
'

当
日
は
釧
路

･
根
室
支
庁
管
内
の
水
産
加
工
関
係
者

約
六
十
名
の
ご
出
席
を
頂
き
盛
会
の
う
ち
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡
釧
路
水
産
試
験
場
か
ら
二

名
､
食
品
加
工
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
二
名
の
計
四
名

の
話
題
提
供
を
行

っ
た
後
'
意
見
交
換
や
試
作
品

(た
ち
の
蒲
鉾
風
味
)
の
試
食
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
｡釧
路
水
産
試
験
場
か
ら
は
加
工
部
の
小
玉
裕
幸
研

究
職
員
が

｢
こ
ん
ぶ
麺
の
保
蔵
性
向
上
に
つ
い
て
｣

と
越
し
､
こ
ん
ぶ
麺
の
賞
味
期
限
を
延
長
す
る
研
究

の
成
果
を
報
告

(報
告
内
容
は
､
本
誌
で
今
回
掲
載

し
て
お
り
ま
す
｡
)
し
ま
し
た

(写
真
1
)
0

ま
た
利
用
部
の
西
田
孟
主
任
研
究
員
か
ら
は

｢水

産
物
の
に
お
い
に
つ
い
て
｣
と
題
し
､
水
産
物
の
に

お
い
の
生
成
要
因
や
除
去
法
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た

(写
真
2
)｡

加工ミニプラザで話題提供する､加工部小玉裕幸研究職員(写真1)

if
jiii
i
i

加工ミニプラザで話題提供する､利用部西田 孟主任研究員(写真2)

ー 26-



釧路水試だより 第81号 (2000.2)

平成11年度水産試験研究プラザ開催状況

開催年月日 開 催 場 所 話 題 提 供 内 容

ll.5.10 厚岸町 ･貝毒の原因と対策について
厚岸漁業協同組合 (資源増殖部 丸特別研究員)

ll.5.13 静内町 ･水試加工部の成果と実用化
(加 工 部 佐々木加工部長)

日高地方婦人会館 ( 〃 船岡主任研究月)

( 〃 信太開発技術科長)

ll.7.7 浦河町日高支庁 ･イクラ及びサケフィレ-の衛生管理についてll.7.28 広尾町コミュニティセンター

ll.7.29 標津町標津漁業協同組合 (加 工 部 阪本保蔵流通科長)

ll.7.30 根室市根室グランドホテル

ll.9.2 羅臼町 ･太平洋系スルメイカの資源状態
羅臼漁業協同組合 (資源管理部 佐藤研究職員)

ll.10.14 釧路町 ･ウニの利用と加工法について
(加 工 部 信太開発技術科長)

釧路町漁民センター ･食品加工の衛生について

(加 工 部 阪本保蔵流通科長)

ll.ll.15 根室市 ･コンプの生活と生産について
落石漁業協同組合 (資源増殖部 阿部資源増殖科長)

ll.12.9 釧路市 ･サケの利用について

(利 用 部 西田主任研究員)

･雑海藻駆除を効果的に行いましょう

くしろ水産センター (資源増殖部 阿部資源増殖科長)

(平成11年度水産関係 ･日本列島大回遊-スルメイカの産卵と回遊-

試験調査事業協議会) (資源管理部 佐藤研究職員)

･道東太平洋海域におけるスケトウダラ資源について

(水産庁北海道区水産研究所 八吹督源評価研究室長)

12.1.12 羅臼町 ･スケトウダラの資源状況について
(資源管理部 志田研究職周)

羅臼漁業協同組合 ･経営状況調査の結果について

(根室北部地区水産技術普及精砕所 牧本水産業改良普及周)

12.1.14 釧路市 ･平成11年のサンマ漁況と海況
(資源管理部 本間研究職貞)

くしろ水産センター ･海域環境の変化とアキサケの資源動向について

(水産庁さけ .ます資源管理センタ一 版井調査課長)

12.i.16 弟子屈町 ･根室湾におけるニシンの生態について
川湯観光ホテル (資源増殖部 堀井研究職員)

12.2.15 釧路市 ･こんぶ麺の保蔵性向上について

(加 工 部 小玉研究職員)

･水産物のにおいについて

(利 用 郎 西田主任研究員)

くしろ水産センター ･食品のおいしさと鮮度保持について

(北海道立食品加工研究センター 大堀主任研究員)

･シャケ節の開発と実用化について
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